御中

　朝夕寒さを憶えるようになり、秋も深まって参りました。貴社におかれましては ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。

日頃は、メロマン室内管弦楽団の活動にご理解ご協力いただき誠にありがとうございます。

さて、当団は篠山を本拠とする市民オーケストラとして活動を続けて参りましたが、今年で創立50週年を迎え、来る11月8日に50周年記念第38回演奏会をたんば田園交響ホールにて開催いたします。　　

つきましては、御紙に掲載をお願い致したくご案内させていただきます。
当団は1965年に篠山町内の音楽愛好家や中高生で「メロマン室内合奏団」として結成し、翌年第1回演奏会を篠山幼稚園の遊戯室で11名により開催しました。その後徐々にメンバーが増え88年にはたんば田園交響ホールの完成を記念して、篠山のコーラスグループの皆さんや畑義文氏など篠山出身の音楽家と力を合わせオペラ「魔笛」を上演するまでになりました。1992年に現在の名称である「メロマン室内管弦楽団」と名を改め、2013年には篠山、丹波の両市民を中心とする総勢約230名の合唱団と共にベートーベンの第９交響曲「合唱」の篠山初演をさせて頂きました。現在は団員39名、今回の演奏会は団友と客員を加え総勢70名で演奏します。なお指揮の井塚篤司、コンサートマスターの萩森学とビオラの西尾昭は第1回の演奏会から出演しております。
　今回の演奏会の第一部はウィンナワルツとポルカのステージです。創立時からしばしば演奏してきた懐かしい曲で当団の十八番とも言えるものです。第二部で演奏するピアノ協奏曲「戴冠式」の独奏者　板谷久美路さんは篠山市のご出身で、長年、大阪音楽大学でピアノの先生を勤められ多くのピアニストを育てられた方です。当団の草創時期の団員で当時もモーツァルトのピアノ協奏曲第23番の独奏をされました。毎年、市内呉服町のほろ酔い城下蔵で春秋の2回、お弟子さん達による発表会を持たれています。そして第三部ではブラームスの交響曲に50年の歴史で初めて挑戦します。ブラームスの交響曲は各声部が複雑に絡み合い難易度が高いのですが、憧れ、詠嘆、諧謔、悲嘆、喜び、怒り、愛、決心などあらゆる人間感情が次々と現れるロマンチックな曲でオケマンとしては是非演奏したい曲の一つです。メロマンの次代を担う青年指揮者、岸本竜太郎が指揮します。
メロマン室内管弦楽団　第３８回演奏会

と  き　２０１５年１１月８日（日）１４：００開演（１３：３０開場）

ところ  たんば田園交響ホール　　　　℡.(079)５５２－３６００

プログラム 

第1部　ヨハン・シュトラウス作曲　　ワルツ「ウィーンの森の物語 」

同　ポルカ「ハンガリー万歳」、　同「シャンパンポルカ」  　指揮　井塚篤司                                         

　　第2部　モーツァルト　ピアノ協奏曲第26番　戴冠式
　　　　　ピアノ独奏　　板谷久美路　　　指揮　井塚篤司　　　
　　第3部　ブラームス　交響曲第2番　　指揮　岸本竜太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入場料　前売り　８００円、当日　１０００円、高校生以下無料（但し整理券が必要）
　　　　お求め先　たんば田園交響ホール、ほろ酔い城下蔵、木下楽器、メロマン団員
お問い合わせ　萩森　０７９－５５２－２８４３
なお、今後の練習日時と場所、練習内容は下記の通りです。取材にお越しいただければたいへん幸甚に存じます。
　１０月　４日(日） １３時３０分～１６時３０分　中央公民館大会議室　ピアノ協奏曲、ワルツ
　１０月１８日(日） １３時３０分～１６時３０分　西紀老人福祉センター　ブラームス第２交響曲
  １１月　１日(日)  １３時３０分～１６時３０分　住吉台コミュニティセンター　全曲
  １１月　７日(土） １８時～２１時３０分　　　　たんば田園交響ホール  全曲
· 招待券を２枚同封させて頂きますので演奏会にも是非お出で下さい。


２０１４年１０月　　日


メロマン室内管弦楽団　



　代表　萩森　学  TEL：079-552- 2843、携帯：080-3389-6835

　　 　広報担当　西尾　昭  TEL：079-552-0117
